
算 数 科 学 習 指 導 案 

指導者  西川 大喜 

１ 日 時     平成３０年６月７日（木） 第６校時 

２ 場 所     尾道市立御調中央小学校 ５年１組教室 

３ 学 年     第５学年１組 ２５名 （男子１３名 女子１２名） 

４ 単元名     図形の角  

 

 

 本単元は，小学校学習指導要領第５学年のＣ図形（１）「平面図形の性質」ウ図形の性質の内容を受けて設定

されている。 

児童はこれまでに，回転による半直線の開き具合の量として角を捉え，分度器を用いてその量を測定

したり，必要な角の大きさを表したりする学習を行っている。また，平行や垂直を定義し，その観点で

平行四辺形や台形などの四角形を定義するとともに，四角形を対角線で分けたときにできる三角形の特

徴についても学習している。さらに，第５学年では，ぴったり重ね合わせることができる２つの図形を

合同な図形と定義し，合同な図形の性質やかき方を学習している。 

 本単元では，基本的な図形の簡単な性質を見いだし，それを用いて図形を考察することにより，その理解を深め

ることが主要なねらいである。これまで学習してきた図形について調べたり構成したりしながら性質を見いだして

いく。また，これまでの培われた図形の見方をより豊かにするとともに，図形の概念をより確かめていく。 

 

 

本単元に関連する既習事項についてのレディネステストを行った結果，２つの直線が交わってできた角の特徴や

レディネステストの内容 正答数（人） 

①  

 

 

 

 

 

イ 23/25 

ウ 24/25 

② 

 

 

 

 

 

① 24/25 

② 18/25 

③ 

 

 

 

 

 

ア  19/25 

イ  9/25 

単元観 

児童観 



分度器の使い方は概ね理解している。しかし，１８０°より大きい角を測ることや分度器を使わずに角の大きさを

求める問題で，既習の三角定規の角度を使って別の角度を求めたり，ある角度や回転角から分かっている角を引い

て別の角度を求めたりすることに課題がある。このことから，角の保存性を生かして，計算で角度を求めることが

課題であると考えられる。具体物の操作や，図・式を用いた思考を重視し，ペアで図や式を使って説明する機会を

確保することで，図形や角についての理解を深めていきたい。 

 

 

 

  本単元では，「論理的に考え，表現する力」と「知識・技能を活用する力」を育成していく。また，

本時では特に，「論理的に考え，表現する力」を育成する。そのため，指導に当たっては，次の工夫を

していく。 

単元における工夫 本時の工夫 

１ 児童の思考を活性化させ，発表に結び付けるための手立て（考え方の道筋を示す学習活動） 

・具体物の操作や図・式を用いて思考する時間や，

ペアで伝え合う時間を十分に確保したり，話型

を提示したりして，全員が筋道立てて説明する

ことができるようにする。 

・図や式を示しながら説明することで，わかりや

すく説明する力を付ける。 

・考え方によって，図から取り上げるのか，式か

ら取り上げるのか意図的に仕組み，様々な考え

が出るようにしたり，他の児童の考えを説明し

たりすることができるようにする。 

・全体発表の場では，図や式を見て他の児童の考

えを説明させ，様々な考え方を理解し，説明す

ることができるようにする。 

・図や式を示しながら説明することで，分かりや

すく説明する力を付けるともに，それぞれの考

えの相違点やよさに気付くことができるよう

にする。 

２ 児童の主体的な学びを育成するための手立て 

・既習事項を基に発問し，児童に疑問をもたせる

ことで，児童の言葉でめあてを設定できるよう

にする。 

・具体物を用いた作業的な活動，性質を見付ける

活動を積極的に取り入れ，自分の考えをもつこ

とができるようにする。 

 

・導入で，児童の前時の振り返りや既習につい

て触れることで，児童の言葉でめあてを設定

できるようにする。 

・前時までの学習から，図形を切ったり分けた

りする方法以外にも，対角線を引いて三角形

の内角の和を使う方法があることに気付か

せ，解決の見通しをもたせる。 

５ 単元の目標 

◎図形についての観察や構成などの活動を通して平面図形についての理解を深める。  【Ｃ

（１）】 

○図形の性質を見いだし，それを用いて図形を調べたり構成したりする。      【Ｃ（１）

ウ】 

６ 内容の前後関係 

第４学年                       

    

 

         

    

 

 

 

指導観 

第３学年 

●角の大きさ，測り方 

●角のかき方 

●三角定規の角の大きさ 

〔３ 角〕 

 
●垂直と平行，かき方 

〔５ いろいろな四角形〕 

●三角形，四角形，多角形の

内角の和 

〔５ 図形の角〕 

 

●正多角形の概念，性質，か

き方 

●線対称，点対称な図形の

概念，性質，かき方 

●多角形と対称 

●拡大図，縮図の概念 

●拡大図，縮図のかき方 

〔１ 対称〕 

 



 

 単元の評価規準 

８ 指導と評価の計画（全７時間  本時 ３／７ ） 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

三角形の内角の和を

適用するよさに気付き，

これを活用しようとし

ている。 

三角形の内角の和を

もとに，多角形の内角の

和を考えている。 

三角形の内角の和を

用いて，多角形の内角の

和を求めることができ

る。 

三角形の内角の和が

180°であること，多角

形の内角の和は三角形

に分けて求められるこ

とを理解している。 

小
単
元 

学習内容 
評価の観点 

関 考 技 知 評価規準 評価方法 

１ 

三
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
（
２
） 

課題の設定 

●直角三角形の直角以外の２つの

角の和を調べる 

●一般三角形の３つの内角の和に

ついて分度器を使って調べ，内

角の和が180°であることを

予想する。 

●三角形の３つの角の大きさの和

が180°になることを帰納的

に考え，説明する。 

○ ◎   

●三角形の内角の和が

180°であることを，活

動によって予想しよう

としている。 

●三角形の３つの内角の

和が 180°であること

を帰納的に考えている。 

ノート 

発言 

情報収集，整理・分析 

●計算して三角形の内角を求め，

その外角を求める。 
 ○ ◎  

●三角形の内角や外角を

計算で求めることがで

きる。 

ノート 

発言 

評価問題 

２ 

四
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
（
４
） 

整理・分析，表現 

●四角形の４つの角の大きさの和

が３６０°になることを演繹的

に考え，説明する。(本時) 

 ◎   

●四角形は三角形に分け

られることから，三角形

の内角の和を使って，四

角形の内角の和を演繹

的に考えている。 

ノート 

発言 

評価問題 

表現，実行 

●合同な四角形を敷き詰めて，四

角形の内角の和が３６０°にな

ることを考える。 

●四角形が敷き詰められる理由を

考える。 

●四角形の内角の和を使い，角度

を計算で求める。 

◎ ○   

●敷き詰めの活動を通し

て，四角形の内角の和や

しきつめられる理由に

ついて考えようとして

いる。 

ノート 

発言 

評価問題 

情報収集，整理・分析 

●多角形の角の大きさの和を演繹

的に考え説明する。 

●五角形をかき，内角の和を調べ

る。 

 ◎   

●多角形の内角の和の求

め方を，式を用いて考え

ている。 

ノート 

発言 

評価問題 

情報収集，整理・分析 

●六角形の内角の和を調べる。 

●多角形や対角線の意味を理解す

る。 

●多角形の内角の和についてまと

   ◎ 

●多角形の内角の和の求

め方を，式を用いて考え

ている。 

ノート 

発言 

評価問題 

〔14 正多角形と円〕 〔11拡大図と縮図〕 

 



 

 

 

（１）本時の目標 

   ○四角形の４つの角の大きさの和が３６０°になることを演繹的に考え，説明する。 

（２）本時で付けたい力（資質・能力） 

   ○論理的に考え，表現する力 

   既習事項の三角形の内角の和を根拠に四角形の内角の和が３６０°であることを順序立てて説

明することができる。 

（３）準備物  

   問題文，問題の図形 

（４）本時の学習展開（本時3/7） 

める。 

練
習

（０．５） 

振り返り 

●三角形，四角形，五角形，六角

形の内角を計算で求める。 
  ◎ ○ 

●多角形の内角の和の求

めることができる。 
ノート 

発言 

力
だ
め
し

（０．５） 

振り返り 

●三角形，四角形の内角の和を計

算で求める。 

●三角定規で作った角を，三角

形，四角形の内角の和を利用し

て計算で求める。 

●多角形の内角の和の求め方を説

明する。 

 ○ ◎  

●多角形の内角の和の求

めることができる。 
ノート 

発言 

 

学習活動 

指導上の留意事項★ 

       支援☆ 

評価規準 

〔評価方

法〕 

つ
か
む 

（
８
分
） 

１ 既習事項の確認 

 

 

２ 課題を提示する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

４ 見通しを立てる 

・三角形の内角の和180° 

・補助線を引く 

・180°よりは大きくなりそうだ。 

・話型を提示する。 

★三角形の内角の和を調べた方法を

確認する。 

（しきつめる・3つの角を集める） 

★三角形の内角の和は180°である

ことを確認する。 

 

★三角形の内角の和を用いて調べさ

せるために，分度器で測る，はさみ

で切る，折る，この３つの方法以外

で調べることを確認する。 

 

 

 

★主体的な学びを促すために，児童

に課題を設定させる。 

 

 

 

★考えの道筋を示すために話型を提

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

 四角形の４つの角の大きさの和を求める方法を考え説明しよう。 

本時の学習 

① 「四角形の内角の和は～になります」 

 「理由は～からです」 



み
つ
け
る
（
８

分
） 

５ 自力解決をする。 

○四角形を対角線で三角形に分けて考

える。 

（ア）三角形２つに分ける 

（イ）三角形４つに分ける 

☆悩んでいる児童の思考の手立てと

して，図に補助線を引いている児

童を取り上げる。 

☆書けない児童には，対角線を引い

た図を配布する。 

 

 

 

 

か
ん
が
え
る
（
２
０
分
） 

〔
言
語
活
動
の
充
実
・
表
現
力
の
育
成
〕 

６ 集団解決をする。 

○四角形の内角の和の求め方を考え

る。 

 

（ア）図 

 

 

 

 

 

対角線で２つに分けます。 

すると三角形２つ分だから 

180×２＝360 

Ａ．360° 

 

（イ）図 

 

 

 

 

 

対角線で４つに分けます。 

三角形４つ分だから， 

180×４＝720 

対角線が交わっている点に集まった角

の360°を引きます。 

720－360＝360 

Ａ．360° 

 

７ まとめをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★図や式に書き込みをしながら説明

をさせる。 

 

★友達の考えをつなげて発表させる

ために意図的指名を行う。 

 

★いろいろな考えを出させるため

に，取り上げ方を工夫する。 

（ア）式から取り上げる 

（イ）図から取り上げる 

・四角形は

三角形に

分けられ

ることか

ら，三角

形の内角

の和を使

って，四

角形の内

角の和を

演繹的に

考えてい

る。 

〔ノート・ 

発言〕 

 

さ
あ
や
っ
て
み
よ
う 

（
５
分
） 

５ 評価問題をする。 

○四角形の内角の和が３６０°である

ことを説明している式と図形の，正

しい組み合わせを考える。 

 

 

 

 

★本時の内容が定着したか評価した

り児童の学びを確かなものにした

りするために，評価問題を解かせ

る。 

 

論理的思考

力 

○対角線で２つに分

けると四角形を三角

形２つに分けること

ができます。 

三角形３つの角の大

きさは180°です。 

だから，式は180×

２ に な り 答 え は

360°になります。 

考えの道筋を示す手立て 

② 問題の四角形の図を用

意し，説明に沿って書き

込みができるようにす

る。 

③ 「四角形の内角の和は

～になります」 

 「理由は～からです」 

の話型カードを提示す

る。 

 

まとめ 

 四角形の４つの角の大きさを求めるには，四角形を対角線で三角形に 

分け，三角形の３つの角の大きさの和を使って求める。 



四角形の内角の和が３６０°であること

を説明している式と図形の，正しい組み合

わせを考えましょう。 

 

 

 

 

（５） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・三角形の内角の和180° 

・補助線を引く 

・180°よりは大きくなりそうだ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ね
ん
お
し 

（
４
分
） 

６ ふり返りをする。 

・三角形の内角の和を使うと，四角形の

内角の和も求められることが分かっ

た。 

・○○さんの考えを聞いて，四角形を

４つの三角形に分ける方法もあると

分かった。 

★既習事項を活用することで，四角形

の内角の和を簡単に求めることが

できたことに気付かせる。 

★友達の意見を聞いて考えが深まっ

たことを書いている児童がいたら

紹介する。 

 

問題 

めあて 

まとめ 

れんしゅう 

 四角形の４つ

の角の大きさの

和について調べ

ましょう。 

四角形の４つの角の大きさの和を求め

る方法を考え説明しよう。 

見通し 

三角形に分ける 

三角形２つ 

１８０×２＝３６０ 

 

 

 

対角線で２つに分けます。 

すると三角形２つ分だから 

180×２＝360 

 

 
三角形４つ 

       対角線で４つに分けます。 

三角形４つ分だから， 

180×４＝720 

 

対角線が交わっている点に集まった角の

360°を引きます。 

720－360＝360 

 

四角形の４つの角の大きさを求めるに

は，四角形を対角線で三角形に分け，三

角形の３つの角の大きさの和を使って求

める。 

 

 



 

 

四角形の内角の和が３６０°であることを式と図で説明しています。 

式に合う説明に使った図はどれでしょう。○ア○イ○ウの中から選び（ ）に書きましょ

う。 
 

 

①式 １８０✕２＝３６０         ②式 １８０×４－３６０＝３６０ 

 図                    図 

  

 

 

 

Ａ．  ３６０°                           Ａ．  ３６０° 

 

 

○ア                ○イ              ○ウ  

 

 

 

 

ビンゴの数 

？（  ） ？（  ） 

評価問題 


